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      流山市老人クラブ等活動補助金交付要綱新旧対照表 

改正後 改正前 

○流山市老人クラブ等活動補助金交付要綱 ○流山市老人クラブ等活動補助金交付要綱 

 （趣旨）  （趣旨） 

第１条 この要綱は、流山市内に結成された老人クラブ及び老人クラブ連合会 

（以下「老人クラブ等」という。）の活動に要する経費の一部に対し、高齢者 

の生きがいと健康づくりに資する活動・事業の推進及び明るい長寿社会の実 

現と、保健福祉の増進などを図ることを目的として、流山市補助金等交付規 

則（昭和４２年規則第１４号。以下「規則」という。）に基づき、予算の範囲 

内において、老人クラブ等に補助金を交付するために必要な事項を定めるも

のとする。 

第１条 この要綱は、流山市内に結成された老人クラブ及び老人クラブ連合会 

（以下「老人クラブ等」という。）の活動に要する経費の一部に対し、高齢者 

の生きがいと健康づくりに資する活動・事業の推進及び明るい長寿社会の実 

現と、保健福祉の増進などを図ることを目的として、流山市補助金等交付規 

則（昭和４２年規則第１４号。以下「規則」という。）に基づき、予算の範囲 

内において、老人クラブ等に補助金を交付するために必要な事項を定めるも

のとする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各 

号に定めるところによる。 

（１）老人クラブ 市内の老人クラブ連合会に加入し、老人クラブ活動等事 

業実施要綱（平成１３年１０月１日厚生労働省老発第３９０号）に基づ 

く活動を行う団体 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各 

号に定めるところによる。 

（１）老人クラブ 市内の老人クラブ連合会に加入し、老人クラブ活動等事 

業実施要綱（平成１３年１０月１日厚生労働省老発第３９０号）に基づ 

く活動を行う団体 

（２）老人クラブ連合会 市内の地域を範囲として、当該地域内の老人クラ 

ブ活動等事業実施要綱（平成１３年１０月１日厚生労働省老発第３９０ 

号）に基づく活動を行う団体 

 （補助対象経費） 

第３条 補助の対象となる経費は、老人クラブ等が実施する、老人クラブ等の活 

動の推進を図り、高齢者福祉の増進に資するための次に掲げる事業及び運営に 

要する経費の一部とする。 

（１）教養の向上に関する事業 

（２）老人クラブ連合会 市内の地域を範囲として、当該地域内の老人クラ 

ブ活動等事業実施要綱（平成１３年１０月１日厚生労働省老発第３９０ 

号）に基づく活動を行う団体 

 （補助対象経費） 

第３条 補助の対象となる経費は、老人クラブ等が実施する、老人クラブ等の活 

動の推進を図り、高齢者福祉の増進に資するための次に掲げる事業及び運営に 

要する経費の一部とする。 

（１）教養の向上に関する事業 
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改正後 改正前 

（２）健康づくり体力づくり事業等健康の増進に関する事業 

（３）レクリェーション事業 

（４）老人クラブ育成事業 

（５）地域交流事業 

（６）その他前各号に掲げるもののほか、老人福祉の増進に資すると認めら 

れる事業 

（２）健康づくり体力づくり事業等健康の増進に関する事業 

（３）レクリェーション事業 

（４）老人クラブ育成事業 

（５）地域交流事業 

（６）その他前各号に掲げるもののほか、老人福祉の増進に資すると認めら 

れる事業 

 （補助金の額） 

第４条 補助金の額は、毎年度の４月１日現在のクラブ数及び会員数を基に次 

の区分及び式により算出した額とする。 

１ 老人クラブ助成分 

（１）４，０００×クラブ数×１２カ月 

 （２）会員数３０人以上１人につき１００円 

２ 連合会分 

（１）７０円 × クラブ会員数 ＋ １９４,０００円 

（２）連合会の運営を維持する為に必要な額を毎年市と協議により決定 

 （補助金の額） 

第４条 補助金の額は、毎年度の４月１日現在のクラブ数及び会員数を基に次 

の区分及び式により算出した額とする。 

１ 老人クラブ助成分 

３,８８０円 × クラブ数 × １２カ月 

２ 連合会分 

（１）７０円 × クラブ会員数 ＋ １９４,０００円 

（２）連合会の運営を維持する為に必要な額を毎年市と協議により決定 

（申請） 

第５条 規則第３条の規定により補助金の交付の申請をしようとする老人ク 

ラブ等の代表者は、流山市老人クラブ等活動補助金交付申請書（別記第１ 

号様式）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。 

 ただし、老人クラブ連合会の申請に伴う添付書類のうち事業計画書につ 

いて、別記第２号様式によりがたいときは、別途任意の様式により提出で 

きるものとする。 

２ 前項ただし書による規定は、第９条の規定による事業報告書の様式につい 

（申請） 

第５条 規則第３条の規定により補助金の交付の申請をしようとする老人ク 

ラブ等の代表者は、流山市老人クラブ等活動補助金交付申請書（別記第１ 

号様式）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。 

 ただし、老人クラブ連合会の申請に伴う添付書類のうち事業計画書につ 

いて、別記第２号様式によりがたいときは、別途任意の様式により提出で 

きるものとする。 

２ 前項ただし書による規定は、第９条の規定による事業報告書の様式につい 
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改正後 改正前 

ても準用するものとする。 

 （１）事業計画書（別記第２号様式） 

 （２）収支予算書 

 （３）その他市長が必要と認める書類 

 （交付の条件） 

第６条 規則第５条の規定により付する条件は次の各号に掲げるとおりとする。 

 （１）事業の内容又は事業に要する経費の配分を変更する場合は、速やかに 

市長の承認を受けること。 

 （２）老人クラブ等の名称又は代表者が変更したときは、市長に届けること。 

 （３）老人クラブ等が活動を中止し、又は解散したときは、市長に届けること。 

 （４）その他市長が必要と認めること 

 （決定の通知） 

第７条 規則第６条の規定による通知は、流山市老人クラブ等活動補助金交付 

決定（申請却下）通知書（別記第３号様式）により行うものとする。 

 （変更の申請） 

第８条 第６条の規定による承認を受けようとするものは、流山市老人クラブ等 

活動補助事業変更申請書（別記第４号様式）を市長に提出しなければならない。 

２ 前項の規定による流山市老人クラブ等補助事業変更申請書の提出があったと 

きは、速やかにその内容を審査し、可否を決定し、流山市老人クラブ等活動補 

助事業変更決定（申請却下）通知書（別記第５号様式）により、申請者に通知 

するものとする。 

 （実績の報告） 

ても準用するものとする。 

 （１）事業計画書（別記第２号様式） 

 （２）収支予算書 

 （３）その他市長が必要と認める書類 

 （交付の条件） 

第６条 規則第５条の規定により付する条件は次の各号に掲げるとおりとする。 

 （１）事業の内容又は事業に要する経費の配分を変更する場合は、速やかに 

市長の承認を受けること。 

 （２）老人クラブ等の名称又は代表者が変更したときは、市長に届けること。 

 （３）老人クラブ等が活動を中止し、又は解散したときは、市長に届けること。 

 （４）その他市長が必要と認めること 

 （決定の通知） 

第７条 規則第６条の規定による通知は、流山市老人クラブ等活動補助金交付 

決定（申請却下）通知書（別記第３号様式）により行うものとする。 

 （変更の申請） 

第８条 第６条の規定による承認を受けようとするものは、流山市老人クラブ等 

活動補助事業変更申請書（別記第４号様式）を市長に提出しなければならない。 

２ 前項の規定による流山市老人クラブ等補助事業変更申請書の提出があったと 

きは、速やかにその内容を審査し、可否を決定し、流山市老人クラブ等活動補 

助事業変更決定（申請却下）通知書（別記第５号様式）により、申請者に通知 

するものとする。 

 （実績の報告） 
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改正後 改正前 

第９条 規則第１２条の規定による報告は、流山市老人クラブ等活動実績報告書 

（別記第６号様式）に、次の各号の書類を添えて行わなければならない。 

 （１）事業報告書（別記第７号様式） 

 （２）収支決算書 

 （３）その他市長が必要と認めるもの 

 （確定の通知） 

第１０条 規則第１４条の規定による通知は、流山市老人クラブ等活動補助金交 

付確定通知書（別記第８号様式）により行うものとする。 

 （交付の請求） 

第１１条 規則第１５条による提出は、流山市老人クラブ等活動補助金交付請求 

書（別記第９号様式）により行わなければならない。 

２ 規則第１６条第２項の規定による提出は、流山市老人クラブ等活動補助金概 

算払請求書（別記第９号様式）により行われなければならない。 

   附 則 

 この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この要綱は、平成２２年９月２日から施行し、補助金の額は平成２２年度より 

適応するものとする。 

附 則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

第９条 規則第１２条の規定による報告は、流山市老人クラブ等活動実績報告書 

（別記第６号様式）に、次の各号の書類を添えて行わなければならない。 

 （１）事業報告書（別記第７号様式） 

 （２）収支決算書 

 （３）その他市長が必要と認めるもの 

 （確定の通知） 

第１０条 規則第１４条の規定による通知は、流山市老人クラブ等活動補助金交 

付確定通知書（別記第８号様式）により行うものとする。 

 （交付の請求） 

第１１条 規則第１５条による提出は、流山市老人クラブ等活動補助金交付請求 

書（別記第９号様式）により行わなければならない。 

２ 規則第１６条第２項の規定による提出は、流山市老人クラブ等活動補助金概 

算払請求書（別記第９号様式）により行われなければならない。 

   附 則 

 この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この要綱は、平成２２年９月２日から施行し、補助金の額は平成２２年度より適応

するものとする。 

附 則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 
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